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（概要） 

基礎医学研究に進む医学部卒業生は：1）未知の生命現象を解明する、2)医学教育者とし

て後進を指導する、3）橋渡し研究、臨床研究、創薬・医療機器開発研究をリードする、4）

医療政策、医療経済などの専門家として活動する、などの重要な役割を担ってきました。

このような人材を積極的に育成するために、文科省は平成 22 年度に「研究医養成構想」を

打ち出しました。本学では平成 25 年 4 月の入学定員枠から、この研究医枠として 1名増員

となりました。すべての医学部・医科大学がこの定員枠を持っているわけではなく、関東

地方の私立では順天堂大学、帝京大学と本学のみとなっています。 

研究医養成プログラム所属は学部3年生からが対象となります（学部2年生時に応募して

いただき選考します：例年12月に募集開始）。基本型は「本学医学部卒業直後の本学大学

院入学」と「大学院卒業後の基礎系助教としての採用」ですが、本学では臨床との兼担も

考慮するなど、フレキシブルな運用を行っていきます。初期臨床研修における「研究マイ

ンド育成自由選択プログラム」や「基礎研究医プログラム」と連携することにより、学位

（博士号）のみならず専門医の資格取得に考慮しています。学部学生に対しては大学院で

履修すべき授業科目（共通科目）の単位の前倒し取得、課外学習プログラムや他大学との

連携を利用した研究活動など、いろいろなメリットが用意されています。奨学金制度もあ

り、返済免除も規定されています。奨学金受給枠の定員は1学年3名です。しかしこの奨学

金を受給することは義務ではありません。またプログラムの中断、再開、中止も可として

います。通常の学部教育においては、他の学生と同じ授業、実習、演習、試験が課されて

いることには変わりはありません。 

 

（課外学習プログラム） 

本プログラムの最も基礎となる活動が課外学習プログラム（以下：課外プロ）です。春

期プロ、夏期プロ、通年プロが用意されていますが、詳細な内容や実施期間は医学教育セ

ンターから別途通知されます。基本学科が提供する課外プロに参加することや、複数の課

外プロに同時に参加することも可能ですが、基礎医学系の課外プロ（原則的に通年プロ）

への参加がとても大切です。特に学部 1・2年生のうちに基礎医学系課外プロに参加するこ

とで、本プログラム応募へのきっかけがつかみ易くなります。また 2025 年度から 2年生を

対象に正課カリキュラム（「研究入門」ユニット）として研究(室)配属が開始され、自身の

研究テーマの継続や発展的追求に課外プロを利用することもできます。上記で得られた研

究成果は、毎年開催される「学部学生による研究発表会」（下記）で発表することを推奨し

ます。 

 

2026 年度研究発表会は第 7回「オール埼玉医大 研究の日」に開催予定 

 

（学外の課外プロ） 

本プログラムは慶應義塾大学、女子栄養大学および埼玉大学と連携しています。毎年 11



月に開催される慶應義塾大学の研究成果発表会への積極的な参加を推奨しています。学部

在学中に参加することを推奨しています。本学の学生が参加できる女子栄養大学の課外プ

ロは別途通知します。 

 

（語学試験） 

卒業後の初期臨床研修の「研究マインド育成自由選択プログラム」を選択するためには、

以下の 1）または 2）を満たさなければなりません。 

1）学部 6年生在学時に、本学大学院医学研究科博士課程前期入学の第一回募集（8月）に

出願し合格すること。 

2）遅くとも同時期までに行われる埼玉医科大学大学院医学研究科語学試験を受験し合格す

ること。 

 

後者 2）の場合は、博士課程前期入学の第二回募集（12 月）に出願し合格する必要があり

ます。 

 

大学院入学選抜試験のうち学力試験（外国語試験：英語）については、語学試験合格者

は受験が免除となります。本語学試験は学部 3年生から受験可能（無料）ですので、あら

かじめ合格しておくことを推奨します。 

 

（大学院講義の受講および単位の前倒し取得について） 

本コースの学部学生には大学院講義の受講資格があります。単位を取得した場合は、将

来進学する本学大学院における取得単位として認定されます。以下の共通科目の受講（一

部または全部）を推奨します。 

1）実用実験医学特別講義 

2）最新医学特別講義 

詳細は「大学院案内 シラバス 2026 年度埼玉医科大学大学院医学研究科博士課程」を

参照してください。医学部事務室学務課で受け取ることができます。 

 

（海外留学と国際化） 

大学（国際交流センター）および毛呂山後援会と連携し、以下の海外留学を支援します。 

1）学部 5年次 8月の短期留学 

2）大学院時代のラボからの留学 

3）初期臨床研修修了後の短期留学 

（注）感染症の世界的な流行状況等によって変動することがあります。 

 

（担当指導教員） 

本プログラムの学生には担当指導教員が指定されます。全体的な活動状況の評価を年度末

に行いますが、この評価は進級とは無関係です。 

以上 


